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　鉄道車両の大幅な上下振動乗り心地向上を実現するため，軸
ダンパと空気ばねの減衰制御により車体の1次曲げモードと剛
体モードの振動を低減するシステムを開発している。試作した
システムを新幹線相当車両に適用し，車両試験台において加振
試験を行いその制振効果を確認した。この結果をふまえて本線
走行が可能な装置を製作し（図1），新幹線電車を用いた実車走
行試験を実施した。その結果，上下振動加速度パワースペクト
ル密度（PSD）ピーク値では車体の1次曲げモードによる振動を
軸ダンパの減衰力制御により従来品軸ダンパ使用時の約1/5に
低減でき，車体剛体モードによる振動を空気ばねの減衰制御に

図1　可変減衰軸ダンパ・絞り制御弁内蔵型空気ばね仮設状況 図2　車体中央床面上下振動加速度PSDの比較（走行試験結果）

より従来品空気ばね使用時の約1/2に低減することができた。
これによって上下振動乗り心地レベルは，従来品使用時に比べ
て軸ダンパのみ制御時には3.2dB，軸ダンパおよび空気ばね制
御時（複合制御）には3.5dB程度改善することができた（図2）。
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制御なし  LT:Reference
軸ダンパ制御 ΔLT:－3.2[dB]
複合制御 ΔLT:－3.4[dB]


